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QRコード 
モバイルアプリケーション 

自動認識コンサルタント  
柴田  彰 
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International member 
bodies 
ISO/IEC JTC1 SC31 
ISO/IEC JTC1 SC37 
ISO TC20 WG13 
ISO TC104 SC4 WG2 
ISO TC122 WG4 
ISO TC122 WG7 
ISO TC122/TC104 JWG 
ISO TC204 WG4 
ISO TC204 WG7.2 

Japan Member bodies 
 ISO/IEC JTC1  
 ISO/IEC JTC1 SC31 Chairman 
 JEITA AIDC Committee Chairman 
 JEITA RFID Expert Group Chairman 
 JEITA RFID Committee 
 JAISA R&D Centre Director  
 GS1 
 GS1 GCI 
 EPC Global 

  United State Member bodies 
  US TAG To ISO/IEC JTC1 SC31 
  ASC MH10/SC8 

JEITA: Japan Electronics and Information Technology Industries Association  
JAISA: Japan Automatic Identification Systems Association 

発表者プロファイル 
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モバイルデータキャリアアプリケーション 
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モバイルデータキャリアアプリケーション 
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コンシューマ市場における導入事例 
コンシューマ市場 
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■販促・マーケティングの効果測定と運用 
■会員カードやクーポンの発行コストの削減 

＜効果＞ 

携帯液晶にQRコードを表示 

電子クーポン 
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■利用例：コンサートの入場者受付 

■入場者管理の自動化による人的コストの削減 
■チケットの用紙代、郵送代の削減 

＜効果＞ 

携帯液晶にQRコードを表示 

電子チケット 
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新サービスは、インターネット経由で様々なコンテンツを
携帯電話に取り込める「Javaアプリ」を利用。携帯電話で
蓄積ポイント確認や購買履歴閲覧が可能なうえ、画面上
に顧客データが入った2次元コードを表示して店頭の
POSレジで読みとることで、本人認証、ポイント加算など
もできる。希望者には月2回メールマガジンを配信する。 

会員サービス 

http://www.uktsc.com/2003ss/mobile/index.jsp
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これまでの自動販売機が、コンピュータやディスプレイ、スピーカー、プリン
タなどを搭載した、まったく新しい情報端末型自動販売機（Cmode自動販
売機：シーモ）に iモードと連携することにより、キャッシュレスショッピング
をはじめ、待受画面や着信メロディのダウンロードなどの多彩なサービス
がご利用いただけます。 

会員サービス 
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ケータイチェックインは、JALグループの国内線
航空券を、電話やインターネット経由で予約し、
携帯電話で認証用の二次元バーコードを取得で
きるというサービス。料金支払いを済ませた利用
者は、このバーコードを携帯電話の液晶画面に
表示、空港に設置した自動チェックイン・発券機
（TCM）に読み取らせて、チェックイン済みの航空
券を受け取る。 

携帯チェックイン 
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電子決済 

携帯液晶にQRコードを表示 

電気・ガス会社等 

発送依頼 

モバイルＱＲコードを読取り、
公共料金の支払い処理。 

ＱＲコード配信 

料金支払い 

 ○×料金支払い 

   ○月分 

①支払い処理 

②明細照会    

メールで請求書（モバイル
QRコード）を配信 

代理収納会社 
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利用者 

電気・ガス会社等（請求代行会社） 

コンビニ 

○月度 
電気料請求 
 
1.支払い処理 
2.明細確認 

③モバイルQRコードを読み取り、 
 公共料金の支払い処理を行います。 

①メールで請求書（モバイルQR
コ  ード）が配信されます。 

QRコード＝料金請求情報 

②携帯電話を持ってコンビニに行きます。 

④公共料金の支払い処理を行います。 

■利用例：公共料金の収納代行 

■請求書の紙代の削減 
■振込み遅れなどの催促の簡便化 

＜効果＞ 

携帯液晶にQRコードを表示 

電子決済 
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ｉモードのサイトからダウンロードした「２次元コード」を使い、コ
ンビニエンスストアで請求書がなくてもドコモの携帯電話料金
がお支払いいいただけるサービス 

利用可能なコンビニ 

電子決済 
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モバイルQRコードの使用法 
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QRコードの使用法 

文字表示機能  

コードに埋め込まれた情報を認識しテキストとして表示する。 
各国言語に対応することができる。 
 

URLジャンプ機能  
QRコードにURLをエンコードしておき、QRコードを読み取ると 
指定のURLへジャンプする。 

 

電話帳登録機能  

名刺などの隅にQRコードを印刷しておくと電話帳に 
登録することができる。 
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QRコードの使用法 

・店舗案内、企業案内、施設案内、展示会案内 
  動物園、駅、競技場、展示会場・・・・・ 
・食品トレーサビリティ 
・教育支援（会議、講義、セミナー） 
・カタログ販売 
・ゲーム 
・占い 
・救急、災害  
 QRコードが印刷されたカードやQRコードが印字されたペンダントに 
 氏名、生年月日、緊急連絡先、血液型、病歴、アレルギなどの 
 情報を エンコードしておく。 
 （携帯電話は災害時アクセスが集中し回線が 
 オーバーフローするため使用できない。） 
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施設案内 （動物園） 

動画 
写真 

音声 
ガイド 

文字 
情報 

URL 読取り 

地図 

訪問者 センター
サーバー 

・ケープペンギンの水泳 
・象の口の中 
・袋の中のカンガルー赤ちゃん 

GPS連動 

文字情報 
（英語、日本語、中国語・・・） 
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講義、会議、セミナー支援システム 

講義 
案内 登録 

出席 
確認 

課題 
提示 

小テスト
実施 

Web
教材 

教授 
講師 

申込 

教室大型プロジェクタ画面 

教室 
案内 

センター
サーバー 

受講者 

受付大型プロジェクタ画面 
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商品トレーサビリティ（野菜、くだもの） 

生産記録 
生産管理情報 
病害虫情報 

URL 指導 読取り 消費者 センター 
サーバー 農家 

生産者 
生産場所 

文字情報 
英語 
日本語 
中国語 

文字情報 
写真 
動画 

使用農薬 
農薬使用回数 
収穫日 
出荷日 
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モバイルQRコードの仕様 
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QRコードアプリケーション導入の条件 

1. モバイルWEB接続サービス 
モバイルWEB接続サービスによりQRコードの
アプリケーションは充実する。 

2. カメラ機能 
2-1. 接写 
2-2. オートフォーカス 
2-3. 光学ズーム 
2-4. 手ぶれ補正 
接写機能があれば読み取り/操作がスムーズ 

3. カメラモジュール 
3-1. レンズの分解能 
3-2. 画像センサのピクセル数 

4. ディスプレイ 
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カメラモジュール 

光学レンズの分解能によっては画像補正処理が必要 

モデル モデル2 

バージョン 1～10 

最小セルピッチ 0.25 mm以上 

誤り訂正 M 

読み取り方向 360° 

読み取りひずみ +/- 20° 

名称 ドット構成 画素 

100万画素以上 ----- 100万 

VGA 640 x 480 31万 

CIF 352 x 288 11万 

QVCA 320 x 240 8万 
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QRコードのデータ量と大きさ （１） 
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QRコードのデータ量と大きさ （2） 



All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 2009-03-06 

25 
AI Consultant 

読み取りテスト（マクロレンズなし）（１） 
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読み取りテスト（マクロレンズなし）（2） 
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読み取りテスト（マクロレンズなし）（3） 
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読み取りテスト（マクロレンズなし）（4） 
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ディスプレイに表示されたQRコード 

ﾃﾞﾝｿｰｳｪｰﾌﾞのリーダ（QR11）では 
30秒間の読み取り回数は20回以上 
読み取り深度は40mm以上 

ディスプレイ（液晶）の 
セルピッチは 
0.33-0.40を推奨 

液晶のバックライトは 
読み取りに 
影響しない 

NM502i P2102V, D501i, P251iS , D251iS, R692i , F671i , 
D04 , D06, D31DN02 , DN03 , K03 , K04 , K05 , K06 , K51, 
N03 , N04 , N05, NW01, P02, P03, P51, PE03II , SA02 , 
SA03, SA04 , SA05, SA51, SH52 , T04 , T06, T07, T08, T09,  
T51, A1011ST, A1013K, A1014ST , A1101S, A3011SA, 
A3012CA, A3013T, A3014S, A3015SA, A5301T , A5302CA , 
A5303H, A5304T , C3001H, C3003P, C301T, C302H , 
C304SH, C305S, C307K, C308P, C309H, C310T, C313K, 
C413S, C452CA, TD11, TK03, TK04 , TK05, TK12 , TK21, 
TK22, TK23S, TP11, TS02, TS11, TT21, TT22  
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モバイルデータキャリアの 
国際標準化 

ISO/IEC JTC1 SC31 WG6 
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ユビキタスのレイヤ 

これまで開発されたRFID技術規格 
 ・エアーインタフェース ISO/IEC 18000シリーズ 
 ・データプロトコル    ISO/IEC 15961, 15962 
 ・コンフォーマンス    ISO/IEC TR18047シリーズ 
 ・パフォーマンス     ISO/IEC 18046シリーズ 
 ・タグ固有ID       ISO/IEC 15963 

  これまで開発されたRFID応用規格 
   ・ISO 17363～367     サプライチェーン用RFID 
   ・ISO 18185シリーズ  海上コンテナ用電子シール 
   ・ISO 10374             海上コンテナ識別 
    ・ISO 11784,11785     動物識別 
 

モバイルRFID技術規格 モバイルRFID応用規格 

通信事業者 産業ユーザー RFID ベンダー 一般消費者 

産業用途 

センサーネットワーク ユビキタスネットワーク モバイルRFID 
コンシューマ市場へ拡大 
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モバイルRFIDの各国活動状況 

 
＜SC31国際の場での経過と今後のスケジュール＞ 
2007-01 SC31/WG4/SG3会議にてプレゼンテーション 
2007-03 SC31/WG4会議にてプレゼンテーション 
      Mobile RFIDのWG設立検討がスタート 
2007-06 SC31総会 Mobile RFID Ad hoc設立決定 
2007-10 第1回Ad hoc開催 （韓国・ソウル） 

＜韓国＞ 
・2005-02 Mobile RFID Forumを設立 
      （63組織が参加、300名以上の関連技術者） 
・2006-06 18000-6Cに準拠の、携帯用リーダー開発 
・2006-10 最初の実証実験をスタート 
      各種携帯電話規格に対応した製品開発中 
・2006-12 50件の規格、技術レポートを完成 

 
＜SC31国内委員会対応 2007＞ 
・8月：対応するAd Hoc委員会を設立 
・9月：第1回会議、その後数回の会議 
    （日本の考え方を整理・検討） 

日本の意見反映 

＜日本＞ 
・携帯電話でQRコードを読取り、各種
情報の入手サービス実施中 
・2005年経済産業省の携帯電話用RF
リーダを用いた実験（書籍） 
・2006年KDDIが携帯電話用RFリーダﾞ
を開発＆販売 
・2007年2月経済産業省の実証実験
でNTTドコモが携帯電話用RFリーダを
用いた決済デモ（コンビニ） 

併行して、ITU-T、JTC1/SC6、
SC31に規格化の提案を実施。 

＜米国＞ 
・韓国のRFIDを用いたMobile RFID提案に対し、 
 各種のAIDC技術を取り込んだ形を提起。 
・Mobile RFID提案を韓国と共同推進。 
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モバイルRFIDの韓国提案 

Title：Information technology  - Automatic identification and data capture 
techniques - Air interface specification for Mobile RFID interrogator  

Scope (and field of application)  
モバイルRFIDとはモバイル通信を組み合わせたRFID技術の一種である。携帯電話に埋め込まれたRFIDリーダー

機能付きモバイルRFIDターミナルデバイスがリーダ/ライタとしてRFIDタグにアクセスすることとなる。しかし、モバ

イルRFIDには限られた電力と処理機能、近距離で使用者が多数にわたる場合に起こる予測不可能な干渉といっ

た特有の性質がある。特に、複合モバイルRFIDターミナルデバイスでは衝突の可能性が高い。この新規作業項

目ではモバイルRFIDターミナルデバイスのエアインターフェースを取り扱う。モバイルRFIDターミナルデバイス用

にエアインターフェースを新たに開発することはないが、例えばEIRPの上限を制限する、スペクトラルマスクを軽

減する等、モバイルRFID ISO/IEC18000-6Cのエアーインターフェースの特徴を変更していく予定である。  

この作業項目ではデータ送信速度、変調/復調フォーマット、データ符号化/複合化、スペクトルマスク、コマンドな

ど、モバイルRFIDターミナルデバイスのUHF (860-960 MHz)エアーインターフェースのパラメータの送受信を指定

する。さらに、モバイルRFIDのエアーインターフェースの物理的仕様への基本的な要求事項と技術基準を取り扱う

こともある。チャネル間隔やチャネルアクセス体系を含んだモバイルRFID環境の分析、ガイドラインはこの作業項

目で公開される。 

また項目には複合モバイルRFIDリーダ/ライタの相互運用を促進することが要求され、また、モバイルRFIDリーダ

/ライタを使用するためのリファレンス設計仕様に関する情報内容を含む。 
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米国、韓国がイメージするモバイルRFID 

ODS  

1. Query for an ID 

2. Response with URL  

Movie DB  

Movie 
 poster 

Contents 
server 

A,  … 

Mobil RFID service reference model 
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米国、韓国がイメージするモバイルRFID 

消費者向けアプリケーションのためのモバイルアイテム識別及

び管理を話し合うアドホックグループは、SC31事務局が、消費

者アプリケーションをサポートする目的でモバイルアイテム識別

及び管理の新たな標準化活動として割り当てた作業項目を調

整し、モバイルRFIDリーダ/ライタと光学式読取装置（ORM）を

組み込んだポータブルな消費者向けデバイスを使ったアイテム

識別管理のためのウェブサービスを提供するとともに、ユビキタ

スセンサネットワークの相互運用に関する規格を設ける。  

タスクの定義 
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韓国提案のモバイルRFIDのコンセプト 
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韓国提案のモバイルRFIDアプリケーション 
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韓国がイメージするモバイルRFIDアプリケーション 
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韓国提案のモバイルRFIDの標準化項目 
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モバイルRFIDアドホック会議の設立 

＜次回総会（2008年6月）に、検討結果を報告＞ 
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Date:              30, October   9:00 - 17:30 
                        31, October   9:00 - 16:30 
Location:        Renaissance Seoul Hotel 
Participants:  approx. 45 

モバイルRFIDアドホックグループ会議 

National Body: 
Korea, Japan, USA, 
Germany, Austria, 
China, Russia, 
Netherlands, Sweden  
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モバイルRFIDアドホックグループ会議アジェンダ 

1.  Opening of the Meeting          Mr. Craig K. Harmon 
2.  Welcome by the Host                      Representative from Korea 
3.  Roll Call of Participants         Mr. Se Won Oh 
4.  Remarks by Chairman         Mr. Craig K. Harmon 

   4.1 Comments from ISO/IEC JTC 1/SC 31   Mr. Craig K. Harmon 
   4.2 Appointment of Drafting Committee    Mr. Craig K. Harmon 

5.  Adoption of Agenda                           Mr. Craig K. Harmon 
6.  Review of Terms of Reference                           31n2305 

 
7.  Presentations from member bodies  

   7.1 Korean view on Mobile RFID 
   7.2 Japanese view on Mobile ORM 
   7.3 IEEE view on Sensors 

8.  Provisional areas of work (prospects, trends, and analysis on MIIM, mobile RFID 
service cases,mobile ORM service cases, pilot projects and technology analysis.) 
   8.1 Common Services for AIDC technologies and Mobile Telephony to deliver    web 

content 
   8.2 RFID and Mobile Telephony to deliver web content 
   8.3 Optically Readable Media and Mobile Telephony to deliver web content 
   8.4 Sensors and Sensor Networks 

9.  Review and schedule for New Work Items assigned by the SC 31 Secretariat 
    （以下省略）   

 

Craig K. Harmon 
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1. Review of Terms of Reference                           
2. Presentations from member bodies  

   >  Korean view on Mobile RFID 
   >  Japanese view on Mobile ORM 
   >  Sweden view on Mobile RFID 

• Provisional areas of work (prospects, trends, and analysis on 
MIIM, mobile RFID service cases, mobile ORM service cases, pilot 
projects and technology analysis.  
1.1.1.   Mobile RFID in Europe 
1.1.2.   Air Interface protocol for Mobile RFID  
1.1.3.   Data Interface between phone and interrogator for Mobile RFID  
1.1.4.   Mobile RFID application interface for Mobile RFID services  
1.1.5.   RFID ODS(object directory service) for Mobile RFID services  
1.1.6.   ID scheme and encoding format for Mobile RFID services  
1.1.7.   Multiple ID resolution service for Mobile RFID services  
1.1.8.   Service broker for Mobile RFID services  
1.1.9.   Application data format for Mobile RFID services  
1.1.10. Security and privacy protection for Mobile RFID services 
1.1.11. Conformance and Test standards for Mobile RFID specifications  
1.1.12. Mobile ORM and RFID for Consumer Product Safety    

モバイルRFIDアドホックグループ会議アジェンダ 
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規格番号 規 格 名 称 
ISO/IEC 
29143 

 Mobile item identification and management 
 Air interface specification for Mobile RFID interrogator   

ISO/IEC 
29172 

 Mobile item identification and management 
 Reference architecture for Mobile AIDC services 

ISO/IEC 
29173 

 Mobile item identification and management  
 Mobil RFID interrogator device protocol 

ISO/IEC 
29174 

 Mobile item identification and management 
 UII scheme and encoding format for Mobile AIDC services 

ISO/IEC 
29175 

 Mobile item identification and management  
 Application data structure and encoding format 
 for Mobile AIDC services 

ISO/IEC 
29176 

 Mobile item identification and management  
 Consumer privacy protection protocol for Mobile RFID services 

ISO/IEC 
29177 

 Mobile item identification and management 
 Object directory service for Mobile AIDC services 

ISO/IEC 
29178 

 Mobile item identification and management 
 Service broker for Mobile AIDC services 

ISO/IEC 
29179 

 Mobile item identification and management  
 Mobile AIDC application programming interface 

モバイルRFID作業項目 
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日本提案項目 

Resolutions  
adopted at the 1st Meeting of the ISO/IEC JTC 1/SC 31 MIIM Ad Hoc 

30-31 October 2007 in Seoul, Korea 

RESOLUTION 10 – Work Item 8 
The MIIM ad hoc recommends that JTC 1/SC 31 submit 
the New Work Item proposal contained in MIIMn0052,  
Mobile Item Identification and Management (MIIM) 
-Implementation guidance for Optically Readable Media 
(ORM) reader 
 
— Unanimous 
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ご清聴、ありがとうございました。 

自動認識コンサルタント  
柴田  彰 
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